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2026年度 事業計画書 
（2026 年 4 月１日～2027 年 3 月 31 日） 

 

2025 年度は、中期計画の最終年度であり、また財団設立 10 周年として、これま

での実績や成果を広報強化を通じて幅広く発信するとともに、次のステージに向け

た基盤づくりに取り組んだ年であった。 

 

2025 年度は、財団設立 10 周年を一つの転換点と捉え、第二の創業に向けた基盤

づくりの年と位置づけた。ベネッセコーポレーションへの依存から脱却し、寄附・

外部助成・企業連携など財源の多角化を本格的に推進するべく、中長期目標の策定

に着手した。 

 

新助成プログラム群のリリースや財団設立 10周年イベントの大規模開催は次年度

以降に向けて仕切り直しとし、今年度は助成団体との交流会を中心に小規模ながら

丁寧な関係構築を優先した。 

 

助成事業については、既存の約束を着実に履行することを最優先とし、病気助成の

継続をはじめ、交流会などを通じて助成団体とのコミュニケーションを確保した。 

 

自主事業も選択と集中の観点から計画的に整理し、成果を出して終了することがで

きた。 

 

10 周年を契機に、アニュアルレポートや Web サイト、PR 動画を全面刷新し、外

部への発信力を大幅に強化した。寄附・外部財源の獲得に向けた土台を整えるとと

もに、専門家の知見を借りながら次期中期計画を立案し、財団の経済的自立に向け

た道筋を描いた。 

 

▶2025 年度は、「選択と集中」を実行し、第二創業への準備を完了した年。 

 

▶2026 年度は、「第二創業元年」として、財源多角化の基盤を構築し、新しい財

団のあり方に挑戦する年とする。 

 

 

 

 

Ⅰ：2026 年度の重点テーマ 

 

2026 年度の位置づけ 

「第二創業元年」財源多角化の基盤を構築し、新しい財団のあり方に挑戦する年 
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１．【助成事業】 

・ベネッセらしさを体現する単年度の助成プログラムを創り、財団の旗印とする。

（例：「学びをあきらめない助成」with ベネッセ社員との共創、など） 

 

 

２．【自主事業】 

・選択と集中により絞り込んで実施。原則、外部財源獲得につながるテーマに絞っ

て小規模で実施。 

 （例：「過疎地」「児童養護施設」「若者」「外国ルーツ」など）※寄附、外部

助成、企業連携を目指す 

 

 

３．【広報・基盤強化】 

・第二創業の核心である財源多角化の仕組みを構築し、寄附・外部助成・企業との

共創によるマッチング寄附獲得を開始 

 

 

Ⅱ．会議体スケジュール（予定） 

 

 日時 主な議案 

第１回理事会 
5 月 29 日（金） 
10：00～11：00 

・2025 年度事業報告・決算 
・評議員会の開催 

第１回評議員会 
６月 23 日(火) 
10：00～10：30 

・2025 年度事業報告・決算 
・理事選任 

第２回理事会 
６月 23 日(火) 
10：30～12:00 

・特別寄附金受入 
・代表理事活動報告 
 

第３回理事会 
11 月 12 日(木) 
10：00～12：00 

・新助成金の公募承認 
・代表理事活動報告 

第４回理事会 
3 月 10 日(水) 
10:00～12:00 

・2027 年度事業計画/予算 
・「経済」（複）助成団体承認 
・代表理事活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅲ．予算  
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Ⅳ．資金調達及び設備投資の見込みについて 

（事業年度 2026 年 4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日） 

 

 

１）資金調達の見込みについて 

当期中に資金調達の予定はなし。 

 

２）設備投資の見込みについて 

当期中に重要な設備投資（除却又は売却を含む）の予定はなし。 

 

Ⅴ．当該事業年度開始の日において行う公益目的事業の種類又は内容について記載

した書類（事業の概要）について 

  別紙をご参照下さい。 

 

 


